
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 独立行政法人地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 

設置者名 独立行政法人地域医療機能推進機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

看護専門課程 

看護学科 
夜 ・

通信 
85単位 9単位  

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

HP に掲載（http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563274145149.pdf） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  

http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563274145149.pdf


  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部

人材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 独立行政法人地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 

設置者名 独立行政法人地域医療機能推進機構 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 学校関係者評価委員 

役割 

より実践的な職業教育の質を確保するため，教育活動の観察や意見交換等を

通じて、自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。  

教育活動及び学校運営の状況についての自己評価の結果を踏まえ評価を行

い、その結果を校長に報告する。 

 

【審議内容】 

・当該年度の看護学校自己評価、学校関係者評価の実施方法を検討し、評価

項目である「教育理念・目的・目標」「教育課程」「教授・学習/評価過程」

「組織・管理運営」「入学」「卒業、就職・進学指導」「地域社会貢献/国際

交流」「教職員の育成」「法令等の遵守」の自己評価結果の内容が適切か審

議する。 

 

【意見の活用方法】 

・実施した看護学校自己評価、学校関係者評価の評価結果を踏まえた今後の

取組について検討する。 

・看護学校自己評価、学校関係者評価による結果を踏まえ、教務会議にて授

業計画（シラバス）の内容を検討・変更する。 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

独立行政法人地域医療機能推

進機構 

東日本地区事務所統括部医療

課看護専門職 

2019 年 5 月 1 日

～2021 年 3 月 31

日 

旧社会保険中央看護専門学校（現独

立行政法人地域医療機能推進機構東

京山手メディカルセンター附属看護

専門学校）専任教員を経て独立行政

法人地域医療機能推進機構東京山手

メディカルセンター外科病棟師長、

独立行政法人地域医療機能推進機構

相模野病院副看護部長を歴任 

通訳業 
2019 年 5 月 1 日

～2021 年 3 月 31

日 

全研本社英語講師、通訳（外務省・文

科省主催日英英語交流事業、内閣府・

東京都主催海外派遣事業他） 



  

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 
独立行政法人地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 

設置者名 独立行政法人地域医療機能推進機構 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業の方法（講義、演習、実験、実習）、授業内容（授業科目の概要）年間の授業計

画（シラバス）（授業回数、スケジュール）、到達目標を各教員が 12 月ごろまでに授

業計画（シラバス）を作成し、1～2 月に教員会議等で前年度総括及び次年度授業計

画について授業計画（シラバス）の見直し検討を行っている。 

・全ての授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準

その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成している。 

・成績評価については、学則第 5 章 第 16 条、第 17 条及び学校内規、要項等におい

て、講義履修要項、臨地実習要項を定めている。学則、内規に基づいて、評価方法

を授業計画（シラバス）に記載している。 

※2020 年 4 月 1 日までに授業計画(シラバス)に年間の授業の計画(授業回数、スケジ

ュール、評価基準)を記載する。 

授業計画書の公表方法 
全学生に学生便覧を配布。 

HP に掲載(http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=2) 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学則において、 

・授業科目の評価としては、単位修得の認定は、講義、実習等に必要な時間の取得状

況と当該科目の試験により評価すること、試験は点数をもって表わし、各科目につ

いては１００点をもって満点とし、１科目６０点以上を合格、それ未満は不合格と

すること、評価が不合格であった者は、所定の手続きを行い、再評価をうけること

ができること、傷病又は疾病、その他やむを得ない理由により試験を受けられなか

った者については、追試験を受けることができることを定めている。 

・修了の認定としては、学校長が定める科目を履修しその試験に合格した者は修了の

認定を受け単位を取得できること、講義及び演習等（実験、校内実習及び実技を含

む）について、所定時間数の３分の１以上欠席した者は当該科目の終了の認定を受

けることができない。ただし必要な補習を受講した場合はこの限りでないこと、臨

地実習について、所定時間数の５分の１以上を欠席した者は、当該科目の終了の認

定を受けることができない。ただし、必要な補習を受講した場合はこの限りでない

ことを定めている。 

・単位修得及び終了の認定については、年度末に学校長、副学校長、事務長、事務長

付、副院長、内科主任部長、副看護部長 2 名、専任教員 8 名、事務 1 名合計 17 名

の学務委員による学務会議（運営会議）において、評価結果について確認・検討・

認定を行っている。 

・成績結果については、学年末に全学生の個別面談を行い通知している。 

http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=2


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・学生の成績は、各学年毎に順位化及び科目平均点の度数分布状況を把握してい

る。また、GPA制度を活用し、個々の学生の学修の全体的な状況を把握するように

している。 

・GPAの算出方法は、科目成績評価 Ａ：4点、Ｂ：3点、Ｃ：2点、Ｄ：0点 

①1科目1単位の科目：A評価の科目数×4＋B評価の科目数×3＋C評価の科目数×２ 

②1科目2単位の科目：（A評価の科目数×4＋B評価の科目数×3＋C評価の科目数×

２）×２ 

③上記（①＋②）÷1年間に取得する必要のある単位数により算出する。 

・年度毎に学年毎に集計している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
HP に掲載 

(http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563274145319.pdf) 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・学則において、卒業については本校に３年以上在学し、全ての授業科目の単位（卒

業に必要な科目数 86 科目 97 単位 3060 時間）を取得した者は卒業することができ

ること、卒業することができると認められた者に対し、卒業証書を授与することを

定めている。 

・卒業の認定については、年度末に学校長、副学校長、事務長、事務長付、副院長、

内科主任部長、副看護部長 2 名、専任教員 8 名、事務 1 名合計 17 名の学務委員に

よる学務会議（運営会議）において、評価結果について確認・検討・認定を行って

いる。 

【ディプロマポリシー】 

 人間に対する理解を深め、誠実で豊かな人間性を養うとともに、科学的思考と問題

解決能力を養い、保健医療福祉システムの中で、地域医療・地域包括ケアの要として、

専門的役割を果たす看護実践者を目指す。 

・人間の命を尊び、あらゆる人をありのままに受け入れ、尊重できる。 

・看護の専門的知識、技術をもって判断、問題解決ができる。 

・科学的根拠を基に、論理的思考ができ、対象に合わせた個別的な看護が実践できる。 

・社会、保健医療福祉の動向を敏感にとらえ、看護を創造的に考えられる。 

・地域医療・地域包括ケアチームの一員として看護職の役割が果たせる。 

・人間関係のプロセスの中で、相互に啓発し合い、自己成長できる。 

・豊かな感性と真摯で主体的な学ぶ姿勢をもち、看護を探求し続ける態度がもてる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

全学生に学生便覧を配布。 

HP に掲載 

(http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563273988075.pdf) 
 

  

http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563274145319.pdf
http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/1563273988075.pdf


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 
独立行政法人地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 

設置者名 独立行政法人地域医療推機能進機構 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 HP に掲載 

https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/ 

収支計算書又

は損益計算書 
https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/ 

財産目録 － 
事業報告書 https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/ 
監事による監

査報告（書） 
https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 看護専門課程 看護学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

昼間  

3,060単位時間／ 

97単位 

1,735 

単位時間 

290 

単位時間 

1,035 

単位時間 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,060単位時間／97単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 123人 0人 8人 73人 81人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
・基礎分野 

看護の対象である人間、生命、人間を取り巻く環境に関する理解を深め、物事の本質

を洞察し、倫理的な判断に基づき生活上の問題を解決できる力を養う。そして、個人

及び家族も含めた個人の所属する集団の特性を理解し、人間のより良いあり方を追求

する姿勢を養う 

・専門基礎分野 

専門職としての科学的思考、人間の健康に関する問題解決に必要な基礎的知識を学ぶ。

また、保健医療福祉制度と他職種の役割を理解し、社会資源を活用するための知識を

学ぶ。 

・専門分野Ⅰ 

人間に対する理解を深め、健康の概念、保健医療福祉における看護の役割について学

ぶ。また、看護実践の基礎となる看護技術や問題解決の方法などの知識・技術・態度を

習得する。 

・専門分野Ⅱ 

さまざまな健康レベルにある対象を理解し、多様なニーズを踏まえ、事例を通して、

https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/
https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/
https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/
https://www.jcho.go.jp/%e8%b2%a1%e5%8b%99%e8%ab%b8%e8%a1%a8/


  

臨床実践能力を高めるための専門的知識・技術・態度について学ぶ。 

・統合分野 

包括的看護の視点で、急速に変化する保健医療福祉システムや社会のニーズに対応で

きる能力が養えるよう、あらゆる場での看護活動、組織における看護師の役割を理解

し、臨地実践に即した看護を学ぶ。 

・授業方法は、講義、演習、実習があり、講義で行った内容を、演習、実習を通して理解

が深まるように計画している。 

・講義は、講師による説明に加え、学生同士で学習意欲、学習力を高められるようグルー

プワーク等を行う。また、習得した知識を活用できるよう思考力を高め、自己の考えを

アウトプットすることで知識の定着が図れるように構築している。 

・授業進度は、基礎的なことから専門的な内容につながるように段階的に学習に取り組

めるように計画している。 

・科目認定試験は、試験期間を設け、1 日 2～3 科目を設定し、学生が十分学習時間がと

れるように日程を調整している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
・成績評価の基準・方法は、学則において、単位修得の認定は講義、実習等に必要な時間

の取得状況と当該科目の試験により評価すること、試験は点数をもって表わし、各科目

については１００点をもって満点とし、１科目６０点以上を合格、それ未満は不合格と

すること、当該評価が不合格であった者は、所定の手続きを行い、再評価をうけること

ができること、傷病又は疾病、その他やむを得ない理由により試験を受けられなかった

者については、追試験を受けることができることを定めている。 

・科目認定試験の結果が、A＝100～80 点、B＝70～79 点、C＝60～69 点、60 点未満は、

不合格としている。 

・本試験において、科目認定試験が 60 点未満の場合は、再試験の対象となる。 

・再試験は、学生による申請により受験することができる。 

・修了の認定については、学校長が定める科目を履修しその試験に合格した者は、修了の

認定を受け単位を取得できること、講義及び演習等（実験、校内実習及び実技を含む）

について、所定時間数の３分の１以上欠席した者は当該科目の終了の認定を受けるこ

とができない。ただし、必要な補習を受講した場合はこの限りでないこと、臨地実習に

ついて、所定時間数の５分の１以上を欠席した者は当該科目の終了の認定を受けるこ

とができない。ただし、必要な補習を受講した場合はこの限りでないことを定めてい

る。 

・詳細は、学校内規、要項等 1.講義履修要項、2.臨地実習要項に記載している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
・卒業・進級の認定基準については、学則において、単位修得の認定は講義、実習等に必

要な時間の取得状況と当該科目の試験により評価すること、単位習得認定試験は点数

をもって表わし、各科目については１００点をもって満点とし１科目６０点以上を合

格、それ未満は不合格とすること、当該評価が不合格であった者は所定の手続きを行い

再評価をうけることができること、傷病又は疾病その他やむを得ない理由により試験

を受けられなかった者については追試験を受けることができること、を定めている。 

・修了の認定については、学校長が定める科目を履修しその試験に合格した者は修了の

認定を受け単位を取得できること、講義及び演習等（実験、校内実習及び実技を含む）

について、所定時間数の３分の１以上欠席した者は当該科目の終了の認定を受けるこ

とができない。ただし、必要な補習を受講した場合はこの限りでないこと、臨地実習に

ついて、所定時間数の５分の１以上を欠席した者は当該科目の終了の認定を受けるこ

とができない。ただし、必要な補習を受講した場合はこの限りでないことを定めてい

る。 

・卒業については、本校に３年以上在学し、全ての授業科目の単位（卒業時必要単位数 97

単位（3060 時間））を取得した者は卒業することができること、卒業することができ



  

ると認められた者に対し卒業証書を授与することを定めている。 

 

 

学修支援等 

（概要） 
・チューター制度 

学生が在学中の学業及び学生生活を円滑に送ることが出来るよう、学生・教員間、及

び学生同士の意思疎通を円滑にするため、学生個人と担当教員の個別面談を行うとと

もに、１～３年生の学年縦断するメンバーにより日常的に交流を図っている。 

・看護師国家試験模擬試験 

民間教育事業者による看護師国家試験模擬試験を学生に周知し、授業習熟状態の確認

や試験対策に役立てている。 

・奨学金制度等 

生活と学業の両立を支援するため、各種奨学金制度等の利用を紹介している。 

（独立行政法人地域医療機能推進機構東京新宿メディカルセンター、日本学生支援機

構、東京都看護師等修学金貸与制度、東京都育英資金、教育職業訓練給付金） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37人 

（100％） 

1人 

（  2.7％） 

36人 

（  97.3％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

・独立行政法人地域医療機能推進機構東京新宿メディカルセンター、法人内の関連病院 

（就職指導内容） 

・独立行政法人地域医療機能推進機構東京新宿メディカルセンターによる就職説明会 

の開催（2回／年） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・看護師国家試験受験資格 

・保健師・助産師学校受験資格 

・専門士（医療専門課程）の称号の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  125人 2人  1.6％ 

（中途退学の主な理由） 

・進路変更によるもの、成績不良によるもの 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・チューター制度を活用し個別面談・相談による学生支援 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科 200,000 円 408,000円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

独立行政法人地域医療機能推進機構東京新宿メディカルセンター奨学金貸与制度 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP に掲載 

(http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=7) 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

・より実践的な職業教育の質を確保するため，教育活動の観察や意見交換等を通じて、

自己評価の結果を評価することを目的とした学校関係者評価委員会を置き、教育活

動及び学校運営の状況についての自己評価の結果を踏まえた評価を行う。 

・評価項目は「教育理念・目的・目標」「教育課程」「教授・学習/評価過程」「組織・管

理運営」「入学」「卒業、就職・進学指導」「地域社会貢献/国際交流」「教職員の育成」

「法令等の遵守」 

・評価結果の活用方法としては、学校関係者評価委員会において、当該年度の看護学

校自己評価、学校関係者評価の実施方法の検討、決定し、実施した看護学校自己評

価、学校関係者評価の評価結果を踏まえ、実践的な看護教育にかかる活動等、特に

看護に必要な知識・技能・態度に関わる質が、基準に適合しているか否かを判定・評

価し、看護教育の促進を図る。 

・学校関係者評価委員会は、学校長、副学校長、事務部長、事務長付、教務主任、

専任教員、専任事務員、法人本部職員、地区事務所職員、東京新宿メディカルセ

ンター職員、本校非常勤講師、卒業生等から 2名以上を選出し構成する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

独立行政法人地域医療機能推進機構

東日本地区事務所統括部医療課 
2019 年 5

月 1 日～

2021 年 3

月 31 日 

看護専門職 

通訳業 2019 年 5

月 1 日～

2021 年 3

月 31 日 

全研本社英語講師、通訳（外務省・文

科省主催日英英語交流事業、内閣府・

東京都主催海外派遣事業他） 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP に掲載 (http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=7) 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=7
http://www.tkn-hosp.gr.jp/school/info.html?tab=7


  

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 又 は 刊 行 物 等 の 名 称 及 び 入 手 方 法 ）

https://shinjuku.jcho.go.jp/kango/ 

 

https://shinjuku.jcho.go.jp/kango/

